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に加え，左右肺のカウント比を求めて定量化した．これ

らの結果，BALF総細胞数，リンパ球・好中球実数，

BALF中Total　Protein濃度，67Gaシンチグラムの障

害肺への集積はともに照射後60日目をピークに増加し

ており，一定の傾向がみられ肺臓器の活動性を反映して

いるものと思われた．なお，BALF中Phospholipidは

照射後ごく早期に上昇が認められた．

21．悪性腫瘍治療中の67Gaび漫性肺集積
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　悪性腫瘍治療中のガリウムび漫性肺集積の予後因子と

しての意義至適検査時期について検討した．ガリウム

集積前後の血中酸素分圧は，予後不良群6例全例で低下

したが，予後良好群2例では低下を認めなかった．CRP

は予後不良群で4例に上昇，予後良好群では上昇しなか

った．pneumonitis発見を目的にガリウムシンチを施行

する場合，CRP等の炎症反応よリ，血中酸素分圧の持

続的低下を目安に施行すべきである．ガリウム集積例の

うち血中酸素分圧持続低下を認める例では，炎症細胞浸

潤，間質浮腫によるA－Cblockが進行していることを

反映しており，予後不良になる可能性が高い．

22．67Ga－citrateのびまん性肺集積の検肘

　　一薬剤性肺炎の予後を中心に一
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　昭和59年4月より63年3月までに施行されたGa

シンチのうち，肺野にびまん性集積を認めた56例につ

いて検討した．41例は炎症性疾患，12例は腫瘍性疾患，

3例は原因不明であった．炎症性疾患のうち，臨床的に

薬剤性肺炎と考えられる症例が21例と最も多かった．

薬剤性肺炎の原因としては，悪性リンパ腫等に用いられ

るcyclophosphomideが最も多かったが，薬剤の使用量

と発生頻度との間には，比例関係はなかった．Gaシン
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チにて集積を認めた症例のうち，呼吸器症状を呈した者

は7例（33％）であり，残り14例（67％）は無症状であ

った．症状を呈した者のうち，死亡は1例であった．

23．67Ga・citrateの集積を認めた胸腔内原発のhema・

　　ngiopericytomaの1例
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　胸腔内原発の非常に発育の速いhemangiopericytoma

の1例を経験した．症例は27歳男性で，既往歴に自然

気胸があり，急激に呼吸困難をきたした．67Gaシンチ

グラフィーにて，広範囲にある腫瘍の一部にのみ67Ga

の集積を認め，全く認めない部位もあった．67Gaの集

積の程度を病理組織像と比較検討した．6？Gaの集積は

腫瘍が出血，壊死に陥った部位に認め，充実性で血管構

造が比較的保たれた部位には認められなかった．すなわ

ち，68Gaは腫瘍細胞そのものへ集積しているのではな

く，それに随伴した変化に集積しているものと推定した．

24．Non－malignant　stomachへの67Ga集積の2例
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　ガリウムシンチグラフィ（Gaシンチ）にて胃集積がみ

られた場合，悪性リンパ腫や胃癌を合併していることが

多いとされてきた．

　今回われわれは，未治療の肺癌および悪性リンパ腫で

Gaシンチ上胃集積が疑われ，発泡剤を用い胃壁への集

積がほぼ確認できたNon－malignant　stomach（胃に悪性

腫瘍のみられない状態）の2症例を経験したので，若干

の文献的考察を加え報告した．胃集積の原因については，

化学療法も施行しておらず，担癌状態がひきおこした何

らかのGaの体内分布の変化がその原因と示唆された．
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